
/ 290土研新技術ショーケース2013 in 札幌 2013.1.17

表面含浸工法による

コンクリートの耐久性向上技術

寒地土木研究所
耐寒材料チーム 遠藤 裕丈

/ 291寒冷地における社会基盤を取り巻く課題

沿岸部
（凍結融解、飛来塩分）

凍害・塩害

山間部
（凍結融解、凍結防止剤）

凍害 塩害

厳しい社会事情の制約下でライフサイクルコストの
最小化を図り、構造物を長く使いこなすことが課題。

/ 292表面含浸工法

目的とする性能を発揮する液体状の材料（表面
含浸材）を刷毛、ローラー、スプレー等を用いて
コンクリートに塗布、含浸させて、所定の機能を

コンクリートに付与することでコンクリート部材の
耐久性を高める工法耐久性を高める工法

/ 293表面含浸工法の特徴

 工程が少なく、簡便で、施工性に優れる
 製品によるが、全般的に経済性に優れる
 施工範囲を、改質が必要な範囲に限定できる

ため、合理性が期待
 樹脂系の被覆材とは異なり 水蒸気透過性を 樹脂系の被覆材とは異なり、水蒸気透過性を

有する
 コンクリートの外観が大きく変化しないため、

施工後も目視による日常点検が可能
 不足性能を補うことが可能（かぶり不足など）
 改修時の産業廃棄物の発生量が少ない
 含浸部は紫外線の影響を受けない
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シラン系表面含浸材

/ 295シランを塗布したコンクリートのイメージ

疎水基
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水蒸気は通す水滴は通さない
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シラン含浸部分
（吸水防止層＝保護層）

塗布6年経過後の道路橋地覆から
採取したコアに水を噴霧した状況
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直接
噴霧

表面を
紙ヤスリで

塗布8年経過後の部材
表面に水を噴霧した状況

擦ってから
噴霧
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試験施工の状況（北海道・美幌町）

/ 299道路橋車道地覆（美幌・4年目）

シラン塗布区間 無塗布区間

/ 2910道路橋車道地覆（札幌市山間部・1年目）

シラン塗布区間無塗布区間

/ 2911地覆の塩化物イオン量の測定結果
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/ 2912試験施工の結果に基づいたコストの評価
塗りつぶした範囲は、コストに見合った
性能保持効果が得られている領域
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シラン系表面含浸材の利用拡大

＝表面被覆材（ウレタン）の端部剥離抑制 ＝

/ 2914表面被覆材（ウレタン）の性能低下事例
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/ 2915シランによるウレタン端部剥離抑制実験
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/ 2916シランによるウレタン端部剥離抑制実験

付着強度
（ウレタン端部）

塩水浸漬及び凍結融解試験の後の付着強度を測定

/ 2917ウレタン端部の付着強度の測定結果
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/ 2919試験施工（道路橋・床版防水）
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/ 2920試験施工の状況（北海道・豊頃町）
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含浸性防錆材（アミン）

/ 2922含浸性防錆材の概念（イメージ）

コンクリート表面

気化・拡散

アミン

鉄筋周りに付着

/ 2923試験施工の状況（北海道・浜頓別町）



/ 2924試験施工一般図 / 2925

腐食速度
の測定

/ 2926追跡調査（腐食速度低減効果の評価）
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/ 2927研究成果の社会還元（留意事項の作成）

道路橋での表面含浸剤の適用にあたっての留意事項
（北海道開発局道路設計要領 第3集橋梁 第2編コンクリートに反映）

道路橋での
表面含浸材の
設計および施工に
ぜひお役立て下さい

/ 2928道路設計要領のダウンロード手順

北海道開発局の
ホームページ

①防災・技術・機械・電気通信

②道路設計要領

③第3集 橋梁

④④参考資料

/ 2929留意事項の目次構成

1. 総則
1.1 はじめに
1.2 用語の定義

2. 基本事項
3. シラン系表面含浸材

5. 各部材への施工
5.1 地覆・面壁
5.2 橋座面
5.3 主桁

（コンクリート橋）
3.1 適用範囲
3.2 製品選定
3.3 作業の留意点

4. ケイ酸塩系表面含浸材
4.1 適用範囲
4.2 製品選定
4.3 作業の留意点

6. 記録
7. 劣化予測（シラン系）
8. 維持管理
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ご静聴、ありがとうございました


